
2020.11 環境アンケート（事業所） 

１ 
 

 

 

 

問１ 貴事業所のことについてお聞きします。あてはまる番号を○で囲んでください。 

 

(1)業種 

１．農林水産業         ２．建設業     ３．製造業 

４．電気・ガス・熱供給・水道業 ５．情報通信業   ６．運輸業 

７．卸売・小売業        ８．金融・保険業  ９．不動産業 

10．飲食店・宿泊業       11．医療・福祉   12．教育・学習支援業 

13．サービス業         14．その他（            ） 

※ 兼業の場合、売り上げの割合が高いものを選択ください。 

(2)従業員数 
１．１０人未満     ２．１０～４９人    ３．５０～９９人 

４．１００～２９９人  ５．３００～４９９人  ６．５００人以上 

(3)事業年数 
１．５年未満      ２．５年～９年     ３．１０年～１９年 

４．２０年～２９年   ５．３０年以上 

(4)事業所所在地 
１．鶴岡地域      ２．藤島地域      ３．羽黒地域 

４．櫛引地域      ５．朝日地域      ６．温海地域 

 

 

 

 

問２ 貴事業所では、環境（地球温暖化、自然破壊、公害、ごみの減量など）に関する知識

や情報をどこから入手していますか。次の中からあてはまるすべての番号を○で囲ん

でください。 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 「ＳＤＧｓ」をご存じですか。あてはまる番号を○で囲んでください。 

 

 

※ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 

世界のさまざまな問題を解決し、持続可能な社会を実現するための包括的な目標として、世界

各国が合意した 17の目標。経済、社会、環境の 3つの側面のバランスのとれた、持続可能な開

発を目指している。  

１．貴事業所のことについてお聞きします。 

２．環境全般についてお聞きします。 

１．テレビ  ２．ラジオ   ３．新聞や雑誌  ４．行政の広報誌 

５．行政のホームページ  ６．インターネット ７．ポスター・パンフレット 

８．学校などの教育機関  ９．シンポジウム・講演会 

10．ソーシャルメディア（フェイスブックなど）  11．環境関連イベント 

12.その他（             ） 

１．知っている。  ２．名前を聞いたことがある。  ３．知らない。 
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問４ 貴事業所は、鶴岡市の環境の状況についてどう思いますか。次の中から当てはまるも

のを１つ選び番号を○で囲んでください。 

 

項  目 そう思う 
ある程度 
そう思う 

あまり 
思わない 

思わない 
わからな

い 

１．地球環境の保全につながる取組（省

エネなど）は、十分に行われている

と思う。 

１ ２ ３ ４ ５ 

２．資源エネルギーの利活用につながる

取組（再生可能エネルギーの推進な

ど）は、十分に行われていると思う。 

１ ２ ３ ４ ５ 

３．自然環境（水や緑、生き物など）は

豊かだと思う。 
１ ２ ３ ４ ５ 

４．生活環境（大気の質や水質、ごみ処

理など）は健全で快適だと思う。 
１ ２ ３ ４ ５ 

５．都市環境（まちづくりや景観、交通

など）は快適だと思う。 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

問５ 貴事業所における再生可能エネルギー設備の導入状況について、あてはまるものを各

項目から１つ選び番号を○で囲んでください。 

また、「４ 導入する予定はない」とお答えいただいた方は、導入を妨げる主な理由

を下欄から選び番号を記入してください。 

再生可能エネルギー設備 
導入して 

いる 

導入を予定

している 

(３年以内) 

条件が整え

ば導入 

したい 

導入する 

予定は 

ない 

導入を 

妨げる 

主な理由 

１．太陽光発電設備 １ ２ ３ ４  

２．木質バイオマス燃焼設備 １ ２ ３ ４  

３．太陽熱利用設備 １ ２ ３ ４  

４．地中熱利用設備 １ ２ ３ ４  

５．その他の再エネ設備 
（具体的に        ） 

１ ２ ３ ４  

 

＜ 実行を妨げる主な理由 ＞ 

 

 

 

  

１．導入方法が分からない   ２．費用がかかる    ３．利益につながらない 

４．従業員などの理解・協力が得られない  ５．効果に疑問がある  ６．特に理由はない 
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問６ 貴事業所が事業活動の中で実践している省エネの取組みなどについて、各項目からそ

れぞれ最も近いものを１つ選び番号を○で囲んでください。 

また、「４ 実行する予定はない」とお答えいただいた方は、実行を妨げる主な理由

を下欄から選び番号を記入してください。(関連しない項目については記入不要です) 

 

行 動 内 容 
８割以上 
実行して 
いる 

５割程度 
は実行し 
ている 

今後実行 
したい 

実行する 
予定は 
ない 

実行を 
妨げる 
主な理由 

１． ＯＡ機器等は省エネルギー型のも

のを購入する 
１ ２ ３ ４  

２．コピー用紙には再生紙を使用する １ ２ ３ ４  

３．低公害車や低燃費車を購入する １ ２ ３ ４  

４．昼休みの照明はほとんど消す １ ２ ３ ４  

５．冷暖房の時間短縮や設定温度に気を

つける 
１ ２ ３ ４  

６．パソコンやコピー機等の待機電力を

減らす 
１ ２ ３ ４  

７．省エネのため製造工程や製造ライン

を改善する 
１ ２ ３ ４  

８．建物・作業所の断熱化を図っている 

 
１ ２ ３ ４  

９．雨水や一時使用した水を再利用して

いる 
１ ２ ３ ４  

１０．コピー用紙の使用量を減らす（両

面コピー等） 
１ ２ ３ ４  

１１．使い捨て製品（紙コップ等）は使

わない 
１ ２ ３ ４  

１２．包装・梱包の削減、再利用をすす

める 
１ ２ ３ ４  

１３．環境にやさしい製品の開発、製造、

販売に努める。 
１ ２ ３ ４  

１４．事業系一般廃棄物は、事業者自ら

の責任において適正に処理している 
１ ２ ３ ４  

１５．産業廃棄物は、事業者自らの責任

において適正に処理している 
１ ２ ３ ４  

＜ 実行を妨げる主な理由 ＞ 

 

 

 

  

１．生活の便利さ・快適さが損なわれる   ２．費用がかかる    ３．利益につながらない 

４．従業員などの理解・協力が得られない  ５．効果に疑問がある  ６．特に理由はない 
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問６-２ 問６の続きです。同様にお答え願います。 

 

１６．食品ロス低減の取り組みを行う。 

 
１ ２ ３ ４  

１７．自動車に乗る際はエコドライブ運

転を心掛ける 
１ ２ ３ ４  

１８．省エネ輸配送システムの導入を図  

る 
１ ２ ３ ４  

１９．事業所内や周辺の緑化に努める １ ２ ３ ４  

２０．環境保全に関する従業員研修を実

施する 
１ ２ ３ ４  

２１．公園や道路の清掃など地域活動へ

参加する 
１ ２ ３ ４  

２２．省エネなどの取り組みを積極的に

ＰＲする 
１ ２ ３ ４  

＜ 実行を妨げる主な理由 ＞ 

 

 

 

 

問７ 事業所から排出されるごみは、事業系一般廃棄物と産業廃棄物に分けられ、それぞれ

処理方法が異なります。事業系一般廃棄物と産業廃棄物の区分の違いを知っています

か。当てはまる番号を１つ選び○で囲んでください。 

 

 

 

 

問７－２ 事業所から排出されるごみは、ごみステーションに出してはいけないことを知っ

ていますか。当てはまる番号を１つ選び○で囲んでください。 

 

 

 

問７－３ 貴事業所では、ごみ排出量削減のためにどのような取り組みを行っていますか。

ご自由にご記入ください。 

 

１．生活の便利さ・快適さが損なわれる   ２．費用がかかる    ３．利益につながらない 

４．従業員などの理解・協力が得られない  ５．効果に疑問がある  ６．特に理由はない 

１．知っている  ２．ある程度知っている  

３．あまり知らない   ４．知らない 

１．知っている  ２．ある程度知っている  ３．あまり知らない   ４．知らない 
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問７－４ 貴事業所では、ごみの再資源化のためにどのような取り組みを行っていますか。

ご自由にご記入ください。 

 

問７－５ ごみ減量・資源化のために、貴事業所が鶴岡市に対して特に期待していることに

ついて、当てはまる番号すべてを○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

問８ 貴事業所として環境に配慮した認証等に取り組んでいますか。 

お答えできる範囲で、当てはまるものを１つ選び番号を○で囲んでください。 

 

項   目 
導入して 

いる 

予定、又は

検討中 

導入 

しない 

分から 

ない 

１．ISO14001の認証 １ ２ ３ ４ 

２．エコアクション21の認証 １ ２ ３ ４ 

３．環境報告書の作成 １ ２ ３ ４ 

４．環境会計の導入 １ ２ ３ ４ 

５．COOL CHOICEの宣言 １ ２ ３ ４ 

６．クール・ウオームビズの導入 １ ２ ３ ４ 

 

  

 

１．事業者に対するごみの排出方法や減量・資源化についての情報発信 

２．事業者に対する収集運搬業者やリサイクル業者に関する情報発信 

３．事業者を対象とした廃棄物の講習会の開催 

４．その他（                     ） 
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問９ 貴事業所として省エネや地球温暖化などの環境問題に取り組む意義についてどのよ

うにお考えですか。次の中から貴事業所の考えに最も近いものを３つまで選び番号

を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  近年、世界的に気温は上昇しており、国連の専門機関が公表した報告書においては、 

科学的知見から、地球温暖化は疑う余地がないとされています。また、地球温暖化の原因

である温室効果ガスを、何の対策もせずに、今後も排出し続けると、後戻りできない影響

が生じる可能性が高いと予測されています。 

 

問10 現在、貴事業所は地球温暖化にどの程度の関心をお持ちですか。貴事業所の考えに最

も近い番号を１つ選び○で囲んでください。 

 

 

 

 

問11 貴事業所は、地球温暖化を防止する行動を、誰が中心になって行う必要があると思い

ますか。貴事業所の考えに最も近い番号を１つ選び○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．行政（国や地方公共団体）が中心となって行う 

２．事業者（工場・商業施設や事業所等）が中心となって行う 

３．市民（各家庭）が中心になって行う 

４．市民、事業者、行政の区別なく、お互い協力して行う 

５．わからない 

６．その他（                   ） 

１．非常に関心がある  ２．少し関心がある   ３．あまり関心がない 

４．全く関心がない   ５．わからない 

３．ここからは、特に地球温暖化問題についてお聞きします。 

１．企業の社会的責任を果たすことができる 

２．企業の知名度の向上や PR につながる 

３．低炭素社会づくりへの取組を通じて技術革新や技術開発が進む 

４．リサイクル・省エネなどの推進により、事業コストの低減につながる 

５．新規取引やマーケットの拡大など、具体的なビジネスチャンスが生まれる 

６．会社の信頼度が向上し、資金調達などの面で有利になる 

７．公害・欠陥商品・環境汚染の発生など、環境リスクの未然防止に役立つ 

８．社員の環境意識の向上や職場の活性化につながる 

９．地域の住民・団体、環境保全団体、他の企業や行政との交流が深まる 

10．地域住民の信頼を得ることができる 

11．その他（                    ） 
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問12 貴事業所は、地球温暖化防止に向け、どのような取組が必要だと思いますか。貴事業

所の考えに最も近いものを３つまで選び番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13 貴事業所で地球温暖化対策の実施に当たり、障害（問題）となっていることがありま

すか。次の中から貴事業所の考えに最も近いものを３つまで選び番号を○で囲んで

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14 地球温暖化対策と私たちの生活水準の向上との関係について、次の中から貴事業所の

考えに最も近いものを１つ選び番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．太陽光発電や風力発電などの再生可能エネルギーの利用を進める 

２．家電製品等の省エネ化を進める 

３．工場・オフィスビル・店舗などにおいてエネルギーを効率的に使用する 

４．省エネを心掛けるなど、ライフスタイルを見直す 

５．ごみの減量やリサイクルに努める 

６．グリーンカーテンや屋上緑化など、二酸化炭素を吸収してくれる緑を増やす 

７．地球温暖化対策の新しい技術を研究し開発する 

８．環境教育・学習を充実させる 

９．環境情報を広く一般に提供する 

10.その他（                     ） 

１．省エネルギー化や再生可能エネルギーの導入にかかる初期コストが高い 

２．人員などの問題によりエネルギー管理や地球温暖化対策などを検討する余裕が無い 

３．省エネルギー機器の導入に伴う工事が業務や事業効率に支障が生じる 

４．費用対効果の高い地球温暖化対策の手法の選定方法が分からない 

５．業務の遂行のみで手一杯であり、地球温暖化対策にまで配慮できない 

６．手を付けられる範囲はすべて実施した 

７．その他（           ） 

１．地球温暖化対策を最優先に行う必要がある 

２．現在の生活水準を多少変えてでも、地球温暖化対策を行う必要がある 

３．現在の生活水準を変えない範囲で、地球温暖化対策を行う必要がある 

４．地球温暖化対策よりも、生活水準を向上させる方が重要である 

５．わからない 
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問15 地球温暖化防止のために、貴事業所が市民に対して特に期待していることについて、 

次の中から３つまで選び番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

問16 地球温暖化防止のために、貴事業所が鶴岡市に対して特に期待していることについて、 

次の中から３つまで選び番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17 貴事業所の身の回りでどのような地球温暖化の影響を感じますか。当てはまるもの全

てを選び番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．環境問題に対して、正しい知識を持ってほしい 

２．多少値段が高くとも、環境にやさしい製品等を積極的に購入してほしい 

３．包装の簡素化に協力してほしい 

４．買い物袋の持参に協力してほしい 

５．その他（                     ） 

１．広報紙、パンフレットなどによる普及啓発を充実する 

２．環境教育・学習を充実する（とくに次世代を担う子供に対して） 

３．ごみの減量化・リサイクルを推進する 

４．森林の保全整備、都市公園の整備等緑化を推進する 

５．地球環境の保全のために活動している市民団体等への支援を行う 

６．二酸化炭素など温室効果ガスの排出を条例によって規制する 

７．地球環境に関する調査研究、観測監視体制を整備・充実する 

８．市自ら省エネルギー機器や環境に配慮した事務用品の購入などに取り組む 

９．再生可能エネルギー設備や高効率省エネルギー設備を設置する場合に補助をする 

10．その他（                     ） 

４．地球温暖化の影響の対応についてお聞きします。 

１．猛暑日の増加 

２．桜の開花や紅葉の時期の変化など、季節感の喪失 

３．短時間強雨や大雨、高潮といった自然災害の増加 

４．熱中症等の健康被害の増加 

５．農作物の収穫量や品質の変化 

６．スキーや海岸部でのレジャー活動の制約 

７．以前は見かけなかった動植物を見かけるようになるなど、動植物の生息域の変化 

８．降雨の減少による水不足 

９．影響を感じない 

10．その他（                    ） 
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問18 地球温暖化の影響に対応するため、行政はどのような分野に重点を置いて進めていく

べきだと思いますか。次の中から３つまで選び番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 その他、ご意見やご要望がありましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

１．自然災害分野（短時間強雨や大雨、土砂災害への対策など） 

２．水資源分野（水不足等への対策など） 

３．農業分野（農作物の高温耐性品種の開発など） 

４．健康分野（熱中症や感染症への対策など） 

５．自然分野（絶滅の危機がある動植物の保全対策など） 

６．産業・観光分野（事業活動や観光産業に対する影響への対策など） 

７．特に取り組む必要はない  

６．その他 


